
、
い
は
田
旧
且
肘
砂
Ｐ
０
Ｆ
７
ｋ
８
ｈ
Ｊ
●
叶
口
回
’
１
月
Ⅸ
７
●
卜
ｂ
Ｉ
Ｌ
ｉ
Ｉ
Ｏ
■
■
０
伯
ｋ
■
Ｐ
い
Ｉ
Ｉ
仏
２
６
砂
旧
乙
ｆ
■
Ｔ
Ｉ
■
巴
Ｂ
Ｐ
ｒ
Ｂ
Ｉ
Ｆ
１
ｒ
ｂ
ｌ
Ａ
７
Ｌ
６
Ｊ
ｕ
・
；
Ｔ
ｌ
０
ｆ
Ｈ
Ｐ
Ｆ
Ｌ
ｆ
１
㎡
ｌ
ｌ
１
ｌ
ｗ
ｔ
ｒ
ｒ
□
．
▽
§
ｂ
７
ｒ
ｆ
ｂ
Ｉ
Ｆ
Ｋ
・
Ｉ
瓜
１
０
１
７
，
”
Ｕ
・
Ｉ
ｊ
少
し
Ｒ
↓
０
と
一
砦
Ｐ
ｂ
戸
０
Ⅲ
‐
殉
、
１
１
‐
‐
胃
‐
‐
・
’
人
＆
芦
。
ｏ
ｒ
一
戸
、
Ｉ
ｊ
０
山
Ｐ
』
』
Ｐ
ｔ
』
９
浜
一
己
②
。
◇
し
。
ｎ
群
０
．
件
？
〉
汀
Ｐ
呵
距
い
げ
い
．
．
・
わ
」
』
恥
壺
■
餌
』
承
．
。
■
・
一
・
畳
』
Ⅱ
廿
醇
・
・
・
か
Ｐ
Ｐ
祁
出
田
０
Ⅱ
０
０
Ｆ
０
］
］
吟
０
０
吐
側
ゴ
ｑ
｜
い
り
叩
ロ
ロ
」
円
い
．
Ｐ
か
山
憐
’
い
□
囚
Ｕ
Ｄ
Ｌ
印
．
△
肌
ｂ
づ
ぃ
己
乃
ｑ
・
〃
皿
は
瓜
Ｏ
Ｔ
Ａ
凸
」
》
凸
▼
■
ひ
．
．
■
・
」
０
。
．
『
３
Ｊ
腓
咳
仙
．
⑧
７
９
房
サ
ク
わ
、
し
ｆ
い
り
腰
．
⑨
炉
．
凶
干
Ⅲ
。
時
、
小
凪
ぴ
ら
已
甘
？
■
■
ｒ
打
●
豐
⑥
一
朕
亜
『
》
汕
■
｜
Ｐ
Ｇ
，
ご
し
。
■
ユ
ヮ
ゲ
向
ワ
ザ
ざ
ら
揮
・
・
灯
●
■
■
）
０
⑤
１
Ⅱ
虫
山
Ｃ
Ｄ
Ｕ
●
叱
牢
が
一
・
。
』
■
Ｃ
牡
。
△
酢
Ｐ
Ｌ
Ｄ
ｌ
Ｌ
研
，
Ｐ
Ｄ
Ｐ
ご
》
●
、
。
．
。
，
’
１
０
部
ｄ
・
一
」
．
」
ね
や
汕
可
Ｔ
，
】
』
ェ
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①
一
九
四
二
年
二
月
五
日
付
資
料
か
ら

作
成
機
関
は
、
情
報
調
査
局
（
○
・
・
ａ
冒
貝
○
吋
。
【
閂
匙
。
、
日
昌
○
口
）

心
理
戦
部
（
勺
、
］
◎
ず
。
］
・
空
□
菖
巴
・
口
）
で
、
部
内
資
料
一
一
一
号
に

当
る
も
の
で
あ
っ
た
。

Ｃ
Ｏ
Ｉ
は
、
一
九
四
一
年
七
月
に
創
設
さ
れ
、
一
九
四
二
年
六
月

に
戦
略
情
報
局
（
○
窪
◎
の
。
由
の
冨
昌
の
嗅
○
の
①
Ｈ
ぐ
】
８
ｍ
）
に
組
織
変

資
料
の
性
格
と
作
成
機
関
に
つ
い
て
触
れ
て
お
き
た
い
。

『
部
落
民
ｌ
日
本
の
被
差
別
集
団
』
は
、
二
種
存
在
す
る
．
一

つ
は
、
一
九
四
二
年
二
月
五
日
に
作
成
さ
れ
、
他
の
一
つ
は
、
一
九

四
一
一
年
一
一
月
二
七
日
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
ろ
。
そ
の
内
容
と
日
付
、

及
び
形
式
か
ら
、
前
者
が
ま
ず
作
成
さ
れ
、
そ
れ
を
整
理
し
た
の
が

後
者
で
あ
る
と
推
定
さ
れ
ろ
。
日
米
開
戦
直
後
の
作
成
で
あ
り
、
軍

事
面
の
利
用
に
供
し
得
る
よ
う
に
日
本
社
会
の
把
握
を
目
的
と
し
て

調
査
に
当
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
な
か
で
、
部
落
問
題
が
一
定
の

位
置
を
占
め
ろ
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

こ
こ
で
は
、
原
資
料
と
し
て
の
一
九
四
二
年
二
月
五
日
付
資
料
を

全
訳
し
紹
介
す
る
が
、
両
資
料
に
付
せ
ら
れ
た
表
紙
か
ら
次
の
こ
と

が
明
ら
か
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

占
領
期
部
落
問
題
の
研
究
は
、
単
に
そ
の
時
期
の
み
を
対
象
に
し

た
研
究
で
よ
い
は
ず
が
な
い
。
歴
史
に
断
絶
が
な
い
と
す
れ
ば
、
そ

れ
に
先
行
す
る
戦
前
・
戦
時
期
の
研
究
が
必
要
な
こ
と
は
い
う
ま
で

も
な
い
で
あ
ろ
う
。
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
本
国
に
お
い
て
、
部
落
問
題

に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
機
関
が
、
ど
の
よ
う
な
動
き
を
示
し
、
被
差

別
部
落
を
ど
う
と
ら
え
て
い
た
か
を
知
る
こ
と
は
、
占
領
軍
の
部
落

政
策
に
至
る
部
落
認
識
に
迫
る
う
え
で
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
作

業
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

資
料
紹
介

二
、
本
資
料
の
性
格

『
は
じ
め
に

ア
メ
リ
カ『
部
落
民
ｌ
日
本
の
被
差
別
集
団
』

の
戦
時
資
料

更
さ
れ
、
一
九
四
七
年
七
月
に
は
、
中
央
情
報
局
（
Ｃ
Ｉ
Ａ
）
に
再

編
成
さ
れ
ろ
。
Ｃ
Ｉ
Ａ
と
い
う
名
称
か
ら
す
ぐ
わ
か
る
よ
う
に
、
い

ず
れ
も
諜
報
活
動
を
行
う
機
関
で
あ
る
。
表
紙
（
右
図
）
を
み
ろ

と
右
上
部
に
宛
向
の
目
閑
居
目
同
己
と
い
う
用
語
が
認
め
ら
れ
る
。
こ

れ
は
機
密
の
度
合
を
示
し
、
部
外
秘
ぐ
ら
い
の
意
味
を
持
っ
て
い

ろ
。
即
ち
秘
密
度
の
高
い
も
の
か
ら
、
目
○
℃
の
①
月
巴
（
機
秘
）
、

の
⑦
。
Ｈ
の
庁
（
極
密
）
、
○
・
口
塵
口
の
口
冨
］
（
秘
）
、
閃
の
⑰
月
宣
の
」
（
部
外

秘
）
と
い
う
順
序
で
あ
り
、
秘
密
文
書
に
は
違
い
な
い
が
最
も
軽
い

部
に
属
す
る
資
料
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

宛
向
の
日
用
弓
目
同
Ｃ
の
左
上
に
×
印
が
付
さ
れ
て
い
る
の
は
、
機

密
扱
い
が
解
除
さ
れ
た
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
表
紙
中
央
左
端
部
に

以
上
の
問
題
意
識
か
ら
、
一
九
四
二
年
一
一
月
段
階
に
作
成
さ
れ

た
情
報
調
査
局
（
Ｏ
ｏ
ｏ
ａ
旨
皀
○
門
。
【
閂
員
。
Ｈ
目
昌
・
ロ
）
心
理
戦
部

（
勺
菖
・
］
・
空
□
三
・
国
）
の
部
内
資
料
「
部
落
民
ｌ
日
本
の

被
差
別
集
団
』
（
目
盲
同
日
シ
鵡
鈩
旧
向
宛
の
因
○
口
目
向
□
の
宛
○
ロ
や

円
Ｚ
］
少
弓
湧
ｚ
）
を
ア
メ
リ
カ
国
立
公
文
書
館
か
ら
取
り
寄
せ
、
読

む
機
会
を
持
っ
た
。

本
資
料
の
持
つ
意
味
と
位
置
に
つ
い
て
は
、
今
後
検
討
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
し
、
当
時
の
研
究
水
準
を
反
映
し
て
、
差
別
的
な
記
述

も
認
め
ら
れ
る
が
、
部
落
問
題
に
触
れ
た
ア
メ
リ
カ
の
数
少
な
い
戦

時
期
の
資
料
の
一
つ
で
あ
る
と
考
え
、
本
資
料
を
取
り
上
げ
る
こ
と

に
し
た
。
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塚
康
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汁
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(参考資料）
ロ
ロ
○
Ｆ
シ
の
の
弓
局
Ｃ
岸
ｌ
屋
ｌ
召
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
一
九
七
一
一

年
一
一
月
一
日
（
あ
る
い
は
、
一
月
二
日
か
。
ア
メ
リ
カ
で
は

二
月
一
日
と
解
す
る
の
が
一
般
的
）
に
部
外
秘
を
解
か
れ
た
こ
と

が
判
明
す
る
。

②
一
九
四
一
一
年
二
月
一
一
七
日
付
資
料
か
ら

作
成
機
関
は
。
津
・
の
。
｛
の
可
旦
の
四
○
の
①
Ｈ
ぐ
】
ｏ
の
の
（
Ｏ
Ｓ
Ｓ
）
内

の
宛
の
⑫
の
Ｈ
・
ゲ
ロ
ロ
」
缶
息
］
］
の
】
の
（
Ｒ
＆
Ａ
）
国
吋
目
○
ず
即
ち
戦
略
情

報
局
の
調
査
分
析
課
で
あ
り
、
前
記
Ｃ
Ｃ
Ｉ
の
後
身
で
あ
る
。

但
し
、
こ
の
表
紙
（
左
図
）
の
記
載
に
は
次
の
疑
問
が
残
る
。
即

ち
作
成
日
が
一
九
四
二
年
二
月
二
七
日
に
な
っ
て
い
る
が
、
Ｃ
Ｏ
Ｉ

PsychologyDivision 

DivisionalMemoradumNo12 

画…岳國ｍｑｍＩ…凹甲Ｐｉ

鰯露顧応更
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輌一》桑 季

》トー》一一一一一一一一一一ｑＵ－》
蝿

戸、

ThereisinJapanagroupofpeoplethａｔ〈Which＞ ｉｓｔｈｅ 

objectofsocialdiscrimination〈andwhichisaweakpointinJapanese

solidarity>・TheSepersecutedpeople,numberingOnetothreemillion

〈aboutamillionandahalf>，arepopularlyknownasEtaPeople，

Asanoutcastegrouptheyoriginatedincertainoccupationalclasses 

suchastannersandbutchers,peopledealinginrituallyuncleanthings 

＜whicharerituallyunclean〉．

■● 

TheEtaorSuiheiwerelegallyemancipatedinl868butthesocial 

prejudiCeagainstthemcontinued・Lateranupliftmovement,theSuihCi￣ 

が
Ｏ
Ｓ
Ｓ
に
再
編
成
さ
れ
る
の
は
、
一
九
四
二
年
六
月
と
さ
れ
て
お

り
（
マ
ル
セ
ル
・
ボ
ー
ド
編
『
第
二
次
世
界
大
戦
史
事
典
』
英
語
版

一
一
一
六
一
一
一
頁
に
ご
］
５
の
』
①
お
ず
①
８
日
の
夢
の
○
窪
○
の
。
｛
の
貢
昌
の
四
○

ｍ
の
Ｈ
ａ
８
ｍ
・
Ｈ
ｏ
ｍ
ｍ
と
記
述
が
あ
る
）
、
作
成
時
点
で
は
な
お
Ｃ
Ｏ

Ｉ
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
こ
こ
で
は
作
成
は
二
月
二
七

日
で
あ
る
が
、
プ
リ
ン
ト
さ
れ
た
の
は
六
月
以
降
と
い
う
解
釈
を
し

て
お
き
た
い
。
左
端
上
部
の
ス
タ
ン
プ
か
ら
国
務
省
へ
提
出
さ
れ
た

の
が
一
九
四
七
年
一
月
一
四
日
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
。
本

資
料
も
部
外
秘
扱
い
で
あ
る
が
、
一
九
四
八
年
一
月
一
一
三
日
に
解
除

さ
れ
た
こ
と
が
下
方
右
端
の
加
筆
か
ら
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

な
お
①
②
の
両
資
料
と
も
、
現
在
は
ア
メ
リ
カ
の
国
立
公
文
書
館

に
所
蔵
さ
れ
て
お
り
、
①
は
（
宛
俸
シ
Ｈ
の
巳
・
風
呂
四
）
、
②
は
（
宛
伸
シ

円
の
□
・
暮
画
展
）
の
副
題
が
つ
け
ら
れ
、
保
存
さ
れ
て
い
ろ
。

最
後
に
両
資
料
の
差
異
に
つ
い
て
触
れ
て
お
き
た
い
。
二
月
五
日

付
資
料
を
整
理
し
た
の
が
二
月
二
七
日
付
資
料
で
あ
る
と
い
う
性
格

上
、
両
者
に
本
質
的
な
相
違
は
な
い
と
み
な
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

内
容
的
に
最
も
重
要
な
訂
正
は
、
冒
頭
の
「
要
約
」
部
分
で
あ

る
。
そ
こ
で
「
要
約
」
の
訂
正
の
度
合
を
次
の
要
領
に
よ
っ
て
み
て

お
き
た
い
（
次
ペ
ー
ジ
参
照
）
。

二
月
五
日
資
料
か
ら
削
除
さ
れ
た
語
句
に
ア
ン
ダ
ー
ラ
イ
ン
を
引

き
、
削
除
部
分
に
換
え
て
新
た
に
語
句
が
入
れ
ら
れ
た
場
合
は
、

〈
〉
を
付
し
、
そ
の
な
か
に
記
入
し
て
あ
る
。
（
な
お
二
重
の
ァ

Und。,beganamongtheEtathemselves,amovementwhichhasgained

strengthintimeofpeacebuthasbeenrepressedintimeofwar． 

PrejudiceagamsttheEtatakesmanyforms,sｕｃｈａｓａｔａｂｕｏｎ 

inter-marriages,limitationofoccupations,ｎａｍｅcalling,etc＜isexpressed 
け

insocialtabus>・Asaresult＜the＞Etadevelopcertain＜the＞personality

traits,especiallythatofcarryingachipontheshoulderin regardｔｏ 

possiblediSCriminatiOn<Ofapersecutedpeople〉．

TheEtaformaweakpointinJapanesesocialsolidarityanda 

knowledgeoftheirplaceJapanesesocietyshouldbeofvaluetoanyone 

dealingwithJapansuchasradiobroadcastersandarmyandnavy 

personnel（e９．，anEtaprisonermighttalkmorefreelyifproperly 

approachedthananordinaryJapanese)． 
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ン
ダ
ー
ラ
イ
ン
の
部
分
は
、
挿
入
部
の
異
動
を
示
す
。
）

問
題
は
、
部
落
差
別
の
存
在
を
戦
略
上
ど
う
利
用
す
べ
き
か
に
つ

い
て
述
べ
た
最
後
の
フ
レ
ー
ズ
が
削
除
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
ろ

う
。
単
な
る
要
約
か
ら
の
削
除
に
過
ぎ
な
い
の
か
、
検
討
の
結
果
、

部
落
問
題
は
、
こ
こ
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
よ
う
な
利
用
に
適
し
な
い

と
判
断
し
た
か
に
よ
っ
て
、
本
資
料
の
持
つ
意
味
が
大
き
く
変
っ
て

く
る
か
ら
で
あ
る
。

し
か
し
、
そ
れ
を
推
定
し
得
る
材
料
が
な
い
こ
と
、
そ
う
し
た
削

除
が
行
わ
れ
た
と
は
い
え
、
二
月
五
日
時
点
に
お
け
る
判
断
は
、

「
要
約
」
通
り
で
あ
っ
た
と
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
、
本
報
告
は

二
月
五
日
付
資
料
を
研
究
の
対
象
に
し
て
い
る
こ
と
等
か
ら
、
こ
れ

に
つ
い
て
は
、
こ
れ
以
上
の
言
及
は
避
け
た
い
。
部
落
問
題
が
ア
メ

リ
カ
の
諜
報
活
動
の
対
象
に
な
っ
て
い
た
こ
と
、
そ
の
際
の
ア
メ
リ

カ
側
の
部
落
問
題
認
識
の
実
態
を
明
ら
か
に
で
き
れ
ば
よ
い
か
ら
で

あ
る
。

そ
の
ほ
か
の
大
き
な
変
更
は
、
「
９
、
偏
見
」
の
項
の
事
例
が
削

除
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
最
後
の
「
皿
、
本
文
書
の
利
用
者
に
対
す
る

留
意
点
」
を
落
と
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

第
一
は
、
ｓ
・
一
一
宮
の
論
文
で
あ
る
。
論
文
名
は
シ
ロ
目
星
日
ご

Ｏ
ｏ
ｐ
ｏ
の
目
旨
、
号
の
。
Ｈ
荷
ご
》
□
の
ｑ
の
］
・
己
日
の
目
〉
四
目
』
旧
吋
の
⑳
の
ヨ
の
一
‐

目
鼻
】
・
口
・
｛
岳
の
同
冨
ご
宛
の
］
具
〕
○
口
８
号
の
国
一
の
芹
・
昌
○
｛
の
。
。
旨
］

。
］
Ｐ
ｍ
ｍ
の
切
目
］
国
富
ロ
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
「
日
本
に
お
け
る
社
会

階
級
史
に
関
連
し
た
部
落
民
の
起
源
、
発
達
及
び
現
状
に
関
す
る
論

考
」
と
文
字
通
り
直
訳
し
て
お
く
。

な
お
本
論
文
は
も
と
も
と
日
本
語
で
作
成
さ
れ
て
い
た
が
、
そ
れ

を
英
語
に
翻
訳
さ
れ
た
と
の
推
定
も
可
能
な
の
で
、
い
ず
れ
本
論
文

の
探
索
収
集
に
当
た
り
、
明
ら
か
に
し
た
い
と
考
え
て
い
ろ
。

二
宮
論
文
の
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
位
置
と
評
価
は
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
に
お

い
て
人
権
問
題
に
強
い
関
心
を
持
っ
て
い
た
ハ
ー
バ
ー
ト
・
パ
ッ
シ

ン
（
Ｃ
Ｉ
Ｅ
局
員
）
の
話
か
ら
あ
る
程
度
推
定
で
き
よ
う
。
即
ち
、

彼
は
「
当
時
、
英
文
で
部
落
問
題
を
取
り
上
げ
た
も
の
が
、
ほ
と
ん

ど
な
か
っ
た
」
が
、
二
つ
覚
え
て
い
る
の
は
、
二
宮
と
い
う
日
本

人
の
論
文
」
（
『
部
落
解
放
研
究
』
第
五
六
号
、
八
八
頁
）
で
あ
る

と
語
っ
て
お
り
、
戦
時
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
参
考
に
し
得
る
部
落
問

題
に
関
す
る
唯
一
の
文
献
で
あ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
。

次
い
で
、
パ
ッ
シ
ン
は
、
二
宮
論
文
作
成
発
表
の
経
緯
を
「
ワ
シ

ン
ト
ン
州
立
大
学
で
修
士
の
資
格
を
取
っ
て
、
そ
の
修
士
論
文
が

（
マ
マ
）

『
日
本
の
特
殊
部
落
の
歴
史
』
、
そ
れ
が
英
文
で
発
表
」
（
同
前
）

さ
れ
た
旨
、
述
べ
て
お
り
、
本
資
料
で
参
照
さ
れ
た
の
が
、
こ
の
二

宮
論
文
で
あ
る
こ
と
が
う
か
が
え
よ
う
。

本
資
料
は
、
戦
時
期
に
情
報
調
査
局
（
Ｃ
Ｏ
Ｉ
）
に
よ
っ
て
作
成

三
、
本
資
料
の
意
義

■
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１
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さ
れ
た
だ
け
に
、
部
落
問
題
を
戦
争
に
ど
の
よ
う
に
利
用
で
き
る
か

と
い
う
観
点
で
と
ら
え
ら
れ
て
い
ろ
。
そ
れ
は
「
要
約
」
部
分
の
、

部
落
問
題
は
「
日
本
社
会
の
結
束
に
一
つ
の
弱
点
と
な
っ
て
お
り
、

日
本
社
会
に
お
け
る
彼
ら
の
位
置
を
知
る
こ
と
は
、
ラ
ジ
オ
放
送
や

陸
海
軍
関
係
者
と
い
っ
た
、
日
本
に
関
す
る
問
題
を
扱
っ
て
い
る
者

に
と
っ
て
価
値
あ
る
も
の
と
思
わ
れ
ろ
」
と
い
う
結
論
に
象
徴
的
に

現
わ
れ
て
い
ろ
。
し
か
も
わ
ざ
わ
ざ
添
え
ら
れ
た
「
部
落
出
身
の
捕

虜
は
適
切
に
尋
問
を
受
け
れ
ば
、
一
般
の
日
本
兵
よ
り
も
、
も
っ
と

自
由
に
情
報
を
提
供
す
る
も
の
と
思
わ
れ
ろ
」
と
い
う
注
書
き
を
み

れ
ば
、
そ
の
意
図
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

更
に
、
「
皿
、
本
文
書
の
利
用
者
に
対
す
る
留
意
点
」
に
お
け

る
、
「
大
日
本
帝
国
の
一
部
で
あ
る
朝
鮮
民
衆
に
対
す
る
処
遇
は
、

日
本
国
内
に
お
け
る
部
落
民
迫
害
と
同
様
に
、
日
本
の
唱
え
る
大
東

亜
共
栄
圏
構
想
と
は
矛
盾
す
る
も
の
」
と
の
見
解
は
、
日
本
政
府
の

国
策
を
鋭
く
衝
い
て
い
た
と
い
え
よ
う
。

以
上
の
例
に
み
る
雷
わ
れ
よ
う
に
、
本
資
料
か
ら
、
ア
メ
リ
カ
政
府

で
は
、
日
本
と
の
戦
争
遂
行
上
、
部
落
問
題
を
あ
る
程
度
研
究
し
て

い
た
、
少
く
と
も
視
野
に
入
れ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
で
あ

ろ
う
。

問
題
は
、
こ
こ
で
述
べ
ら
れ
た
内
容
を
ど
こ
か
ら
知
る
こ
と
が
で

き
た
の
か
で
あ
る
。
本
資
料
中
に
は
そ
れ
を
推
定
で
き
る
箇
所
が
何

か
所
か
存
在
す
る
。

更
に
パ
ッ
シ
ン
は
、
「
な
か
な
か
い
い
論
文
で
す
よ
。
で
も
見
つ

け
に
く
い
学
術
誌
に
の
っ
た
だ
け
で
あ
ま
り
読
ま
れ
な
か
っ
た
の
で

し
ょ
う
。
本
当
の
学
者
な
ら
、
二
宮
さ
ん
の
論
文
を
読
ん
だ
か
も
し

れ
な
い
が
、
そ
れ
し
か
な
い
」
（
同
前
）
と
二
宮
論
文
の
位
置
と
評

価
を
語
っ
て
い
ろ
。

水
平
社
運
動
で
活
躍
す
る
山
田
孝
野
次
郎
の
卒
業
式
に
お
け
る
差

別
告
発
の
演
説
を
始
め
る
に
至
る
経
緯
、
現
大
阪
・
浪
速
地
区
出
身

の
婦
人
が
受
け
た
結
婚
差
別
の
内
容
な
ど
、
お
そ
ら
く
二
宮
論
文
か

ら
引
い
て
い
ろ
と
考
え
ら
れ
る
が
、
我
々
が
あ
ま
り
知
ら
な
い
事
件

に
も
触
れ
て
お
り
、
占
領
部
落
史
へ
つ
な
が
る
戦
時
期
の
資
料
と
い

う
に
止
ま
ら
ず
、
そ
う
し
た
意
味
か
ら
も
是
非
、
二
宮
論
文
に
目
を

通
さ
ね
ば
な
ら
な
い
と
思
う
。

第
二
は
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
タ
イ
ム
ズ
（
ｚ
の
弓
居
・
鳥
目
】
日
①
の
）

か
ら
の
引
用
で
あ
る
。
同
紙
は
、
北
原
泰
作
の
天
皇
直
訴
事
件
を
記

事
に
し
た
よ
う
で
、
一
九
二
八
年
一
月
一
日
号
の
ほ
か
に
、
一
九
二

七
年
一
一
月
二
一
一
一
日
号
も
参
照
文
献
と
し
て
上
が
っ
て
い
ろ
。
北
原

が
軍
隊
内
の
差
別
撤
廃
を
求
め
て
天
皇
に
直
訴
し
た
の
は
、
一
九
二

七
年
二
月
一
九
日
で
あ
る
が
、
四
日
後
の
一
一
三
日
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
・
タ
イ
ム
ズ
が
掲
載
し
た
と
い
う
こ
と
は
、
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て

も
、
か
な
り
注
目
を
引
い
た
事
件
で
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
よ

う
。
Ｃ
Ｏ
Ｉ
で
は
日
本
軍
隊
内
で
の
事
件
で
あ
る
こ
と
に
注
目
し
、

取
り
上
げ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
ろ
。
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を
同
一
に
論
じ
る
こ
と
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
戦
時
か

ら
戦
後
へ
の
連
続
性
を
探
る
研
究
態
度
は
必
要
で
あ
り
、
戦
時
期
ア

メ
リ
カ
側
の
資
料
の
収
集
も
重
要
な
仕
事
で
あ
ろ
う
と
考
え
ろ
。
占

領
文
書
に
そ
う
し
た
方
向
か
ら
の
光
を
あ
て
る
こ
と
も
忘
れ
る
べ
き

で
は
な
い
。

な
お
、
先
に
示
し
た
原
文
の
表
題
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
本
資

料
の
訳
文
で
「
部
落
」
な
い
し
「
部
落
民
」
と
訳
し
た
部
分
の
原
語

は
す
べ
て
白
薗
．
》
で
あ
る
。
歴
史
的
に
江
戸
時
代
の
賎
民
身
分
と

し
て
の
「
え
た
」
を
あ
ら
わ
す
場
合
だ
け
で
は
な
く
、
当
時
の
被
差

別
部
落
を
示
す
語
と
し
て
も
《
田
圃
圏
を
用
い
て
い
ろ
。
周
知
の
通

り
、
当
時
、
部
落
民
が
「
え
た
」
と
い
う
蔑
称
で
呼
ば
れ
差
別
さ
れ

て
い
た
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
決
し
て
自
ら
を
「
え
た
」
と
呼
ぶ
こ
と

は
な
か
っ
た
し
、
当
時
の
部
落
民
を
示
す
語
と
し
て
は
不
適
切
で
あ

る
こ
と
は
、
本
資
料
自
身
、
「
要
約
」
や
「
、
、
本
文
書
の
利
用
者

に
対
す
る
留
意
点
」
で
指
摘
し
て
い
た
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
う

し
た
「
え
た
」
と
い
う
言
葉
の
差
別
性
、
歴
史
性
を
無
視
し
て
部
落

民
を
「
え
た
」
と
呼
ぶ
こ
と
が
、
そ
の
後
も
続
い
て
い
く
。
そ
れ
は

占
領
中
の
総
司
令
部
の
文
書
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
っ
た
。

ま
た
本
資
料
が
、
当
時
の
部
落
史
研
究
の
全
般
的
な
水
準
を
反
映

し
て
い
た
こ
と
も
否
定
で
き
な
い
。
こ
れ
も
お
そ
ら
く
二
宮
論
文
に

よ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
「
２
、
起
源
」
に
み
る
部
落
の
起
源
の

説
明
は
、
部
落
を
古
代
の
職
人
奴
隷
集
団
の
末
え
い
で
あ
り
、
皮

第
三
は
、
ジ
ャ
パ
ン
・
ウ
ィ
ク
リ
ー
・
ク
ロ
ニ
ク
ル
（
岳
①
］
巷
目

乏
の
①
匡
弓
○
廓
・
日
。
］
の
）
か
ら
の
引
用
で
あ
る
。
国
会
内
に
お
け
る

一
代
議
士
の
差
別
発
言
を
巡
る
問
題
を
取
り
上
げ
て
い
ろ
。

以
上
の
三
点
が
、
本
資
料
を
作
成
す
る
に
当
た
っ
て
の
主
要
文
献

に
な
っ
て
い
ろ
と
推
定
で
き
よ
う
。
軍
事
的
情
報
の
側
面
に
限
定
し

て
い
え
ば
、
今
日
か
ら
み
れ
ば
貧
弱
な
内
容
と
い
え
る
か
も
し
れ
な

い
。
ア
メ
リ
カ
陸
軍
の
一
部
局
（
国
の
口
且
目
旦
の
円
の
し
吋
日
〕
の
①
Ｈ
ぐ
旨
①

可
・
Ｈ
ｏ
の
の
）
が
、
一
九
四
四
年
七
月
に
発
行
し
た
負
Ｏ
三
］
少
顛
口
冨

四
四
口
」
ず
。
。
【
］
口
宮
口
の
①
。
働
○
ｐ
Ｈ
ｍ
ｏ
の
。
唄
口
ご
嵐
８
］
四
目
」
の
。
。
旨
］

団
四
・
打
Ｈ
・
巨
己
．
》
に
記
載
さ
れ
た
部
落
問
題
に
関
す
る
内
容
も
、
精

度
の
高
い
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
そ
の
後
、
日
本
占
領
の
中
核
部
隊

と
な
る
ア
メ
リ
カ
陸
軍
は
、
早
く
か
ら
占
領
を
予
測
し
、
そ
の
際
の

政
策
立
案
の
準
備
と
し
て
、
日
本
に
つ
い
て
の
情
報
を
収
集
し
、
手

引
書
を
作
成
し
た
の
で
あ
る
。
問
題
に
し
て
い
る
ｃ
Ｏ
Ｉ
資
料
よ
り

約
二
カ
年
半
後
の
こ
と
で
あ
る
。

内
容
に
少
し
触
れ
る
と
、
日
本
社
会
の
身
分
階
層
を
雲
上
人
（
天

皇
家
）
以
下
八
つ
に
分
け
、
最
下
層
に
部
落
が
位
置
す
る
こ
と
を
説

明
し
、
一
八
七
一
年
に
、
部
落
民
は
法
的
に
平
民
と
同
様
で
あ
る
と

宣
言
さ
れ
た
が
、
な
お
強
い
差
別
が
続
い
て
い
る
こ
と
か
ら
説
き
起

こ
し
、
人
□
、
起
源
、
結
婚
差
別
な
ど
に
触
れ
、
最
後
に
、
兵
隊

は
、
部
落
出
身
の
上
官
の
命
令
を
受
け
た
が
ら
な
い
た
め
、
陸
海
軍

で
は
士
官
に
な
れ
な
い
と
記
述
し
て
い
た
（
『
戦
後
大
阪
市
教
育
史

革
業
、
屠
殺
、
墓
守
り
と
い
っ
た
特
定
の
仕
事
に
従
事
し
て
い
た
も

の
、
そ
れ
が
仏
教
に
よ
る
不
浄
視
か
ら
賎
民
身
分
に
位
置
づ
け
ら
れ

た
と
あ
り
、
今
日
で
は
否
定
さ
れ
る
べ
き
だ
ろ
う
。

最
後
に
な
っ
て
恐
縮
だ
が
、
本
資
料
の
収
集
、
翻
訳
に
当
っ
て
二
、

三
断
っ
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
あ
る
。
本
資
料
の
存
在
と
所

蔵
機
関
を
教
え
て
下
さ
っ
た
の
は
、
国
立
国
会
図
書
館
憲
政
資
料
室

の
星
健
一
さ
ん
で
あ
る
。
一
九
七
二
年
三
月
、
同
資
料
室
へ
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ

／
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｐ
の
Ｇ
Ⅱ
文
書
を
閲
覧
の
た
め
に
訪
れ
た
際
で
あ
っ
た
。

神
戸
大
学
の
五
百
旗
頭
真
さ
ん
の
御
教
示
に
よ
れ
ば
、
同
氏
が
編

集
さ
れ
た
マ
イ
ク
ロ
・
フ
ィ
ッ
シ
ュ
に
よ
る
資
料
集
『
日
本
占
領
』

（
丸
善
・
一
九
八
七
年
）
に
も
、
本
資
料
①
②
が
と
も
に
収
録
さ
れ

て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
訳
出
に
当
っ
て
は
、
イ
タ
リ
ア
・
レ

ジ
ス
タ
ン
ス
運
動
の
研
究
家
で
あ
り
、
長
年
ア
メ
リ
カ
に
留
学
さ
れ

て
い
た
同
僚
の
鈴
来
一
成
さ
ん
に
一
方
な
ら
ぬ
お
世
話
に
な
っ
た
。

お
三
方
に
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
る
。

な
お
、
本
資
料
は
、
部
落
解
放
研
究
所
が
原
田
伴
彦
記
念
基
金
の

第
二
年
度
事
業
と
し
て
取
組
ん
で
い
る
占
領
期
の
部
落
問
題
調
査
研

究
事
業
の
一
環
と
し
て
、
ア
メ
リ
カ
国
立
公
文
書
館
か
ら
取
り
寄
せ

ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
本
資
料
の
原
文
は
、
同
研
究
所
が
発
行

し
て
い
ろ
『
部
落
問
題
と
日
本
占
領
文
書
研
究
一
ニ
ー
ス
』
第
五
号

に
掲
載
さ
れ
る
予
定
な
の
で
、
参
照
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

以
下
、
資
料
本
文
を
紹
介
す
る
。

Ⅲ
』
一
八
八
頁
）
。

Ｃ
Ｏ
Ｉ
資
料
に
見
当
た
ら
な
い
部
分
は
最
後
の
軍
隊
の
差
別
に
関

す
る
記
述
程
度
で
、
内
容
的
に
新
し
い
も
の
は
な
い
と
い
え
よ
う
。

現
在
の
Ｃ
Ｉ
Ａ
の
お
そ
る
べ
き
情
報
収
集
能
力
を
見
せ
つ
け
ら
れ
て

い
る
我
々
に
期
待
は
ず
れ
の
感
す
ら
与
え
る
で
あ
ろ
う
。
，

ア
メ
リ
カ
の
情
報
活
動
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
以
後
、
急
速
に
発

展
し
た
と
い
わ
れ
て
お
り
、
当
時
と
し
て
は
、
こ
の
程
度
の
も
の
で

あ
っ
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
そ
の
低
い
諜
報
活
動
の
な
か
に
お
い
て
す
ら
、
部
落
問

題
が
位
置
づ
い
て
い
る
こ
と
に
、
逆
に
驚
か
ざ
る
を
得
な
い
。
そ
れ

が
占
領
政
策
に
ど
う
つ
な
が
る
の
か
と
い
う
視
点
も
必
要
で
あ
ろ

う
。
そ
う
し
た
問
題
意
識
を
持
ち
な
が
ら
、
本
資
料
を
読
む
こ
と
が

必
要
な
の
で
は
な
ろ
う
か
。

戦
後
教
育
改
革
に
つ
い
て
い
え
ば
、
日
独
の
教
育
改
革
の
必
要
性

を
訴
え
た
副
大
統
領
ウ
ォ
レ
ス
の
一
九
四
二
年
の
ラ
ジ
オ
演
説
、
国

防
省
・
国
務
省
に
お
け
る
日
本
の
教
育
改
革
論
議
な
ど
は
、
戦
後
日

本
の
教
育
改
革
を
準
備
し
た
こ
と
に
な
る
の
か
と
い
う
問
題
意
識
が

研
究
者
に
あ
る
。
改
革
プ
ラ
ン
の
体
系
性
、
具
体
性
を
欠
く
と
い
う

限
り
に
お
い
て
は
、
つ
な
が
っ
た
と
い
え
な
い
し
、
包
括
的
な
意
味

で
は
結
び
つ
い
て
い
っ
た
と
考
え
る
べ
き
だ
と
い
わ
れ
て
い
ろ
（
鈴

木
英
一
『
教
育
行
政
』
一
六
’
一
三
頁
）
。

確
か
に
ド
ラ
ス
テ
ィ
ッ
ク
に
展
開
さ
れ
た
教
育
改
革
と
部
落
問
題
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要
約

日
本
に
は
、
社
会
的
差
別
の
対
象
と
な
る
一
団
の
人
々
が
存
在
す
る
。
こ

れ
ら
の
迫
害
さ
れ
た
人
々
は
、
’
○
○
万
人
か
ら
三
○
○
万
人
い
る
が
、
一

般
に
部
落
民
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
彼
ら
は
、
ア
ウ
ト
カ
ー
ス
ト
集
団
と

し
て
、
皮
な
め
し
や
屠
殺
業
と
い
っ
た
特
定
の
職
業
階
級
、
慣
習
的
に
身
が

汚
れ
る
と
さ
れ
る
事
柄
を
取
り
扱
う
人
々
か
ら
生
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。

部
落
民
あ
る
い
は
水
平
社
と
呼
ば
れ
る
人
々
は
、
法
的
に
は
一
八
六
八
年

に
解
放
さ
れ
た
が
、
彼
ら
に
対
す
る
社
会
的
差
別
は
続
い
て
い
る
。
そ
の

後
、
水
平
運
動
と
呼
ば
れ
る
地
位
向
上
の
た
め
の
運
動
が
部
落
民
自
身
の
な

か
か
ら
始
ま
っ
た
。
そ
れ
は
平
時
に
は
勢
力
を
拡
大
し
た
も
の
の
、
戦
争
が

始
ま
る
と
弾
圧
さ
れ
た
。

部
落
民
に
対
す
る
偏
見
は
、
通
婚
の
禁
止
（
タ
ブ
ー
）
、
職
業
の
制
限
、

差
別
言
辞
等
さ
ま
ざ
ま
な
形
態
を
と
っ
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
部
落
民
は
独

特
な
性
格
上
の
特
徴
、
特
に
差
別
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
身
構
え
て
い
る

と
い
う
特
徴
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る
。

部
落
民
は
日
本
社
会
の
結
束
に
一
つ
の
弱
点
と
な
っ
て
お
り
、
日
本
社
会

心
理
戦
部

部
内
覚
書
第
一
二
号

部
落
民
の
起
源
は
、
古
代
日
本
の
一
つ
か
あ
る
い
は
、
そ
れ
以
上
の
奴
隷

集
団
、
特
に
古
代
（
六
四
五
年
’
二
八
六
年
）
の
あ
る
種
の
職
人
奴
隷
集

団
で
あ
る
よ
う
に
み
え
る
。
彼
ら
は
、
皮
革
業
、
屠
殺
人
へ
墓
守
で
あ
っ

た
。仏
教
伝
来
後
、
動
物
の
屠
殺
に
関
わ
る
い
か
な
る
職
業
も
不
浄
で
あ
る
と

さ
れ
、
そ
れ
ら
の
職
業
に
関
係
す
る
人
々
は
、
賎
民
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ

る
に
至
っ
た
。
遂
に
は
、
こ
れ
ら
の
人
々
は
、
「
エ
タ
」
と
い
う
用
語
で
ま

て
の
ア
ジ
ア
人
は
同
胞
で
あ
り
、
ア
ジ
ア
の
新
秩
序
を
築
き
上
げ
る
た
め

に
、
自
由
に
、
か
つ
誠
実
さ
を
も
っ
て
協
力
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
考
え
を

強
調
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
対
等
の
地
位
に
基
づ
く
同
胞
愛
を
堂
々
と
日
本

政
府
が
公
言
し
て
い
る
一
方
で
、
あ
る
ア
ジ
ア
人
の
集
団
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

人
に
よ
っ
て
で
は
な
く
、
日
本
人
に
よ
っ
て
、
し
か
も
中
国
や
朝
鮮
で
は
な

く
、
日
本
国
内
に
お
い
て
不
平
等
に
取
り
扱
わ
れ
、
社
会
的
に
迫
害
さ
れ
て

い
る
と
い
う
実
例
を
見
る
こ
と
は
興
味
深
い
こ
と
で
あ
る
。

今
日
の
日
本
に
お
い
て
、
社
会
的
偏
見
に
最
も
苦
し
め
ら
れ
て
い
る
集
団

は
、
一
般
に
「
エ
タ
」
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
「
エ

タ
」
な
る
語
は
蔑
称
で
あ
り
、
け
が
れ
や
極
端
な
不
潔
さ
を
意
味
す
る
語
源

を
有
し
て
い
る
。
種
々
の
推
定
に
よ
れ
ば
、
今
日
の
日
本
に
は
一
○
○
万
人

か
ら
三
○
○
万
人
の
部
落
民
が
存
在
し
て
い
る
。
こ
れ
は
総
人
口
の
わ
ず
か

二
－
三
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
る
に
し
か
過
ぎ
な
い
が
、
単
独
で
一
○
○
万
人

を
越
え
る
集
団
は
、
ど
ん
な
も
の
で
あ
れ
、
日
本
に
お
い
て
重
要
な
構
成
要

素
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

〔
資
料
〕

部
落
民
１
１
日
本
の
被
差
別
集
団

２
、
起
源

に
お
け
る
彼
ら
の
位
置
を
知
る
こ
と
は
、
ラ
ジ
オ
放
送
や
陸
海
軍
関
係
者
と

い
っ
た
、
日
本
に
関
す
る
問
題
を
扱
っ
て
い
る
者
に
と
っ
て
価
値
あ
る
も
の

と
思
わ
れ
る
（
例
え
ば
、
部
落
出
身
の
捕
虜
は
、
適
切
に
尋
問
を
受
け
れ

ば
、
一
般
の
日
本
兵
よ
り
も
、
も
っ
と
自
由
に
情
報
を
提
供
す
る
も
の
と
思

わ
れ
る
）
。

目
次

１
、
は
じ
め
に

一
頁

２
、
起
源

一
頁

３
、
宗
教

三
頁

４
、
解
放
令

三
頁

５
、
最
近
の
状
況

四
頁

６
，
人
口

四
頁

７
、
解
放
運
動

五
頁

８
、
指
導
者
た
ち

七
頁

９
、
偏
見

七
頁

事
例

八
頁

、
、
部
落
差
別
ｌ
微
妙
な
問
題

一
二
頁

ｕ
、
部
落
民
の
性
格
上
の
特
徴

一
三
頁

、
、
本
文
書
の
利
用
者
に
対
す
る
留
意
点

一
五
頁

１
、
は
じ
め
に

現
在
、
日
本
は
、
ア
ジ
ア
に
お
け
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
に
対
抗
し
て
、
ア
ジ

ア
諸
民
族
の
基
本
的
統
合
を
強
力
に
宣
伝
し
て
い
る
。
日
本
は
ま
た
、
す
べ

と
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

皮
革
業
者
、
屠
殺
業
者
に
対
す
る
偏
見
の
起
こ
り
を
示
す
も
う
一
つ
の
見

解
は
、
不
浄
に
関
す
る
初
期
神
道
信
仰
に
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
。
血
、
死
、
処

刑
に
よ
る
け
が
れ
の
三
つ
が
、
最
も
忌
み
嫌
わ
れ
る
も
の
と
さ
れ
て
い
た
。

屠
殺
に
関
係
す
る
人
々
は
不
浄
の
人
あ
る
い
は
「
こ
が
ら
べ
」
と
呼
ば
れ
、

そ
の
よ
う
な
も
の
と
し
て
、
肉
体
的
、
社
会
的
に
も
賤
視
さ
れ
た
。

部
落
民
の
起
源
を
説
明
す
る
の
に
、
朝
鮮
人
捕
虜
の
後
え
い
だ
と
の
説
が

あ
る
。
こ
の
説
は
部
落
民
が
日
本
人
で
な
い
か
ら
と
い
う
理
由
で
迫
害
を

正
当
化
す
る
の
に
、
今
日
の
日
本
で
は
都
合
の
い
い
説
明
で
あ
る
。
（
身
体

上
、
部
落
民
は
、
他
の
日
本
人
と
同
じ
容
貌
を
し
て
い
る
。
）

徳
川
時
代
に
は
、
ず
っ
と
、
部
落
民
は
隔
離
さ
れ
た
村
に
住
み
、
そ
の
村

を
通
る
道
の
り
は
里
程
に
計
算
さ
れ
な
か
っ
た
。
部
落
民
は
、
部
落
外
と
の

結
婚
を
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
し
、
ほ
ん
の
少
し
の
市
民
的
権
利
し
か
持
っ
て

い
な
か
っ
た
。
不
浄
の
故
に
、
彼
ら
は
、
一
八
七
一
年
ま
で
、
別
の
低
い
ア

ウ
ト
カ
ー
ス
ト
集
団
を
形
成
し
繭
）

（
１
）
部
落
民
の
歴
史
に
つ
い
て
の
も
っ
と
詳
し
い
論
述
は
、
Ｓ
・
一
一
宮
の

「
日
本
に
お
け
る
社
会
階
級
史
に
関
連
し
た
部
落
民
の
起
源
、
発
達
及

び
現
状
に
関
す
る
論
考
」
（
『
ア
ジ
ア
日
本
協
会
会
報
』
第
二
期
シ
リ

ー
ズ
、
第
一
○
巻
、
一
九
三
一
一
一
年
一
二
月
）
に
み
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

ま
た
『
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
タ
イ
ム
ズ
』
一
九
二
八
年
一
月
一
日
号
、
ヒ

ュ
ー
・
バ
イ
ア
ス
に
よ
る
部
落
民
に
つ
い
て
の
記
事
を
み
ら
れ
た
い
。

３
、
宗
教

仏
教
の
伝
来
が
、
部
落
民
に
不
利
益
を
も
た
ら
し
た
に
も
拘
ら
ず
、
日
本
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部
落
民
の
側
か
ら
、
身
分
を
向
上
さ
せ
る
た
め
の
確
固
と
し
た
運
動
が
起

き
る
の
に
、
解
放
令
か
ら
一
世
代
か
か
っ
た
。
最
初
の
組
織
は
岡
山
で
一
九

○
二
年
青
年
た
ち
の
グ
ル
ー
プ
に
よ
っ
て
創
設
さ
れ
、
一
九
○
三
年
ご
ろ
か

ら
国
民
的
組
織
へ
と
発
展
し
た
。
こ
う
し
て
始
ま
っ
た
運
動
は
、
自
由
主
義

的
な
政
治
運
動
左
派
の
真
の
共
感
と
ア
メ
リ
カ
の
キ
リ
ス
ト
教
宣
教
師
の
活

動
か
ら
強
大
に
な
っ
た
。
こ
の
時
ま
で
書
か
れ
た
小
説
類
に
は
、
部
落
大
衆

へ
の
強
い
偏
見
と
い
う
非
人
間
性
を
示
し
て
い
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
一
九

○
四
年
’
五
年
の
日
露
戦
争
は
こ
の
運
動
を
中
断
さ
せ
た
。

そ
れ
か
ら
一
九
一
三
年
、
新
し
い
運
動
が
起
こ
っ
た
。
こ
れ
は
水
平
運
動

と
呼
ば
れ
た
。
組
織
が
つ
く
ら
れ
、
水
平
社
と
呼
ば
れ
た
。
他
の
日
本
人
と

同
じ
社
会
的
水
準
に
ま
で
部
落
民
を
も
っ
て
い
く
と
い
う
考
え
で
あ
っ
た
。

こ
の
運
動
は
、
人
種
的
平
等
の
た
め
の
ベ
ル
サ
イ
ユ
会
議
に
お
け
る
日
本
の

主
張
か
ら
弾
み
が
つ
い
た
。
国
内
で
い
つ
も
差
別
を
し
、
他
方
で
人
種
的
平

等
を
支
持
す
る
と
い
う
日
本
の
矛
盾
し
た
考
え
を
水
平
社
の
指
導
者
た
ち
は

見
過
さ
な
か
っ
た
。
こ
の
第
二
の
運
動
は
、
最
初
の
運
動
よ
り
よ
り
強
大
に

な
り
、
一
一
、
三
年
の
間
に
巨
大
な
強
い
全
く
強
大
な
組
織
と
な
っ
た
。
こ
の

第
二
の
運
動
に
お
い
て
左
翼
的
傾
向
が
強
ま
り
、
水
平
社
は
、
し
ば
し
ば
階

級
闘
争
に
お
け
る
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
と
自
己
を
同
一
化
し
た
。
例
え
ば
、

水
平
社
は
、
マ
ル
ク
ス
を
思
い
起
こ
さ
せ
る
六
○
○
○
部
落
、
三
○
○
万
の

兄
弟
よ
団
結
せ
よ
、
諸
君
は
服
従
以
外
に
失
う
べ
き
も
の
は
何
も
な
い
と
い

う
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
添
え
て
赤
地
に
荊
冠
の
図
案
と
意
味
を
持
つ
旗
と
し
て
採

用
し
た
。

待
遇
の
平
等
を
求
め
る
決
定
に
お
い
て
は
、
水
平
社
同
人
の
逮
捕
な
ど
、

多
く
の
事
件
が
起
こ
っ
た
。
多
数
の
イ
ン
テ
リ
た
ち
は
運
動
に
共
鳴
し
、
当

で
育
っ
た
真
宗
と
日
蓮
宗
と
い
う
一
一
つ
の
日
本
的
な
教
団
は
、
す
べ
て
人
間

は
、
信
仰
で
救
わ
れ
る
と
い
う
教
義
を
持
っ
た
。
一
一
つ
の
う
ち
、
真
宗
は
、

ほ
と
ん
ど
の
部
落
民
が
そ
れ
に
属
し
て
い
る
の
で
、
よ
り
重
要
で
あ
る
。

最
初
に
や
っ
て
き
た
キ
リ
ス
ト
教
の
宣
教
師
た
ち
は
、
し
ば
し
ば
、
同
情

を
受
け
る
に
価
す
る
極
貧
層
の
集
団
と
し
て
の
部
落
民
に
注
目
し
た
。
し
か

し
、
キ
リ
ス
ト
教
へ
の
改
宗
は
決
し
て
多
く
は
な
か
っ
た
。

４
、
解
放
令

一
八
六
八
年
に
お
け
る
徳
川
独
裁
政
権
の
転
覆
に
続
く
一
般
的
改
革
運
動

の
一
部
と
し
て
、
こ
の
時
部
落
民
は
他
の
庶
民
と
法
的
に
平
等
で
あ
る
、
即

ち
彼
ら
を
「
平
民
」
に
す
る
べ
き
で
あ
る
と
宣
言
さ
れ
た
ｐ
（
一
八
七
一
年

（
２
）
 

八
月
に
お
け
る
太
政
官
布
告
の
こ
と
ば
ｌ
稔
多
、
非
人
等
の
称
廃
さ
れ
候

条
、
自
今
身
分
職
業
と
も
平
民
同
様
た
る
べ
き
こ
と
）

（
２
）
も
う
一
つ
の
ア
ウ
ト
カ
ー
ス
ト
集
団
、
や
や
起
源
が
異
な
る
に
も
拘

ら
ず
、
し
ば
し
ば
、
穣
多
と
一
緒
に
グ
ル
ー
プ
化
さ
れ
る
。
こ
の
言
葉

は
、
文
字
通
り
、
人
間
で
な
い
こ
と
を
意
味
す
る
。

５
、
最
近
の
状
況

こ
の
素
晴
し
い
宣
言
は
、
も
ち
ろ
ん
実
際
に
部
落
民
の
社
会
的
身
分
を
変

化
さ
せ
る
の
に
、
大
き
く
役
立
た
ず
、
今
日
に
至
る
も
、
こ
の
集
団
の
人
々

は
多
く
の
不
利
益
を
蒙
っ
て
い
る
。
人
々
は
す
ぐ
に
新
平
民
と
呼
ば
れ
た

か
、
法
的
に
で
な
か
っ
た
に
し
ろ
、
社
会
的
に
部
落
民
と
他
の
日
本
人
と
の

間
の
結
婚
に
関
す
る
タ
ブ
ー
は
依
然
と
し
て
残
っ
た
。
部
落
出
身
の
人
々

を
受
け
入
れ
る
職
業
の
制
限
は
な
お
厳
し
い
。
こ
う
し
た
状
況
下
で
は
、
当

然
、
予
測
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
が
、
部
落
は
貧
し
さ
に
う
ち
ひ
し
が
れ
、
非

衛
生
な
地
域
と
な
っ
て
い
る
。
屠
殺
、
皮
革
業
は
、
零
落
し
た
職
業
と
し

て
残
り
、
部
落
外
の
者
で
、
そ
れ
に
従
事
す
る
者
は
、
ほ
と
ん
ど
い
な
い
。

多
く
の
部
落
の
若
い
女
性
の
も
う
一
つ
の
仕
事
は
売
春
で
あ
る
。
部
落
で
生

活
す
る
よ
り
遊
廓
で
生
活
す
る
ほ
う
が
ま
だ
し
も
よ
い
と
い
う
娘
た
ち
が
い

る
ぐ
ら
い
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
現
在
、
部
落
の
ほ
ぼ
半
分
は
、
く
ら

し
の
手
段
と
し
て
農
業
に
従
事
し
て
い
る
。

６
、
人

口

現
在
、
一
○
○
万
人
か
ら
三
○
○
万
人
の
部
落
住
民
が
、
六
千
以
上
の
村

々
に
散
在
し
て
い
る
。
集
中
し
て
い
る
主
な
地
域
は
、
広
島
、
山
口
、
岡

山
、
愛
媛
、
福
岡
、
埼
玉
、
群
馬
の
各
県
で
あ
る
。
北
部
に
は
、
ほ
と
ん
ど

み
ら
れ
な
い
。
部
落
の
社
会
的
進
歩
を
目
指
す
二
つ
の
組
織
の
指
導
部
が
京

都
と
大
阪
に
あ
る
。
部
落
民
は
な
お
大
都
市
を
除
い
た
ほ
と
ん
ど
の
地
域
に

分
れ
て
生
活
し
て
い
る
。
大
都
市
に
お
い
て
は
、
あ
る
程
度
、
彼
ら
の
身
分

を
隠
す
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

最
近
、
増
加
の
割
合
は
年
に
三
万
人
で
あ
る
。
一
八
七
一
年
か
ら
の
六
○

年
間
に
部
落
外
の
日
本
人
八
○
％
増
に
対
し
て
、
部
落
は
四
○
○
％
増
で
あ

る
。
（
こ
れ
ら
の
数
字
は
必
ず
し
も
正
確
で
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
一
八
七

一
年
以
前
、
部
落
民
は
多
分
、
入
念
に
数
え
ら
れ
な
か
っ
た
。
部
落
が
里
数

に
入
ら
な
か
っ
た
よ
う
に
、
実
際
、
彼
ら
は
し
ば
し
ば
統
計
か
ら
除
外
さ
れ

た
。
）エ
タ
と
い
う
語
自
体
が
蔑
称
語
で
あ
る
が
、
日
本
各
地
に
は
、
も
し
も
公

に
用
い
ら
れ
る
と
闘
争
に
な
り
か
ね
な
い
用
語
が
他
に
も
あ
る
。
例
え
ば
、

局
は
職
務
上
、
公
平
で
あ
っ
た
が
、
一
般
大
衆
は
敵
意
を
示
し
た
。
こ
の
一

つ
の
典
型
的
な
事
例
は
、
’
九
一
一
五
年
一
月
の
世
良
田
事
件
で
あ
っ
た
。
こ

の
時
、
世
良
田
村
民
は
、
部
落
民
を
襲
撃
し
、
次
々
と
起
こ
る
暴
力
沙
汰
の

な
か
で
、
十
軒
の
家
屋
が
破
壊
さ
れ
、
家
財
道
具
が
焼
き
は
ら
わ
れ
、
数
人

が
重
傷
を
負
っ
た
。

’
九
二
八
年
ま
で
に
水
平
社
は
、
二
十
万
人
の
同
人
を
擁
す
る
と
主
張
し

た
。
し
か
し
、
こ
の
年
、
日
本
共
産
党
の
検
挙
で
数
人
の
水
平
社
の
指
導

者
が
ま
き
込
ま
れ
、
運
動
全
体
が
致
命
的
な
打
撃
を
受
け
た
。
思
う
に
、
一

九
一
一
一
一
年
の
満
州
事
変
、
一
九
三
七
年
以
来
の
支
那
事
変
は
、
地
位
を
高
め

よ
う
と
す
る
部
落
大
衆
の
ど
の
よ
う
な
企
て
も
終
え
ん
さ
せ
た
の
で
あ
る
。

８
、
指
導
者
た
ち

水
平
社
運
動
の
指
導
者
の
一
人
は
、
京
都
に
本
部
を
置
く
日
本
水
平
社
を

現
在
統
率
し
て
い
る
南
梅
吉
で
あ
る
。
い
ま
一
人
の
京
都
の
指
導
者
は
桜
田

規
矩
三
で
あ
る
。
も
う
一
つ
の
組
織
は
、
大
阪
に
本
拠
を
置
く
全
国
水
平
社

（
可
の
巳
の
日
薗
。
□
・
【
弓
の
の
已
匡
の
尉
冨
）
で
あ
る
。
そ
の
指
導
者
は
松
本

治
一
郎
で
、
彼
は
国
会
議
員
で
も
あ
る
。
南
と
松
本
の
両
名
は
『
日
本
年

鑑
』
二
九
四
○
’
四
こ
の
中
に
、
そ
れ
ら
の
属
す
る
団
体
名
と
共
に
掲

載
さ
れ
て
い
る
。
指
導
者
と
し
て
は
他
に
佐
野
お
さ
む
が
い
ろ
が
、
彼
の
消

息
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
筆
者
に
は
わ
か
ら
な
い
。

９
、
偏
見

７
、
解
放
運
動
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州
地
方
で
は
チ
ョ
ー
リ
ン
ポ
（
部
落
の
親
分
名
を
意
味
す
る
）
が
、
大
阪

地
方
で
は
ヨ
シ
，
（
数
字
の
四
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
日
本
で
は
完
全
数
と

さ
れ
る
五
に
達
し
な
い
と
い
う
意
味
。
四
は
ま
た
、
四
つ
足
、
即
ち
獣
に
も

関
連
し
て
い
る
。
時
と
し
て
、
四
本
指
を
立
て
る
こ
と
が
、
部
落
民
を
陰
で

指
さ
す
と
き
に
用
い
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
）
と
い
う
語
が
用
い
ら
れ
る
。

こ
う
し
た
蔑
称
語
の
存
在
に
加
え
て
、
部
落
の
人
々
が
社
会
的
差
別
の
対

象
と
な
る
や
り
方
に
は
多
種
多
様
な
も
の
が
あ
る
。
次
に
あ
げ
る
事
例
は
、

ｓ
・
二
宮
の
部
落
民
の
研
究
書
（
Ｔ
Ａ
ｓ
Ｊ
、
第
二
期
シ
リ
ー
ズ
、
第
一
○

巻
、
一
九
三
一
一
一
年
十
二
月
発
行
）
か
ら
の
引
用
で
あ
る
が
、
こ
の
事
実
を
よ

く
あ
ら
わ
し
て
い
る
。

（
Ａ
）
銭
湯
で
の
差
別

和
歌
山
県
酊
郎
昨
に
、
全
国
六
○
○
○
を
数
え
る
部
落
の
中
か
ら
選
ば
れ

て
、
正
式
に
「
模
範
的
」
部
落
と
し
て
表
彰
さ
れ
た
六
部
落
の
う
ち
の
一
つ

が
あ
る
。
そ
の
こ
と
は
、
そ
の
部
落
が
い
か
に
う
ま
く
統
治
さ
れ
、
当
該
部

落
民
が
い
か
に
勤
勉
で
立
派
で
あ
る
か
を
証
明
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
そ

れ
で
も
近
隣
部
落
の
人
々
は
彼
ら
と
交
わ
ろ
う
と
は
せ
ず
、
彼
ら
が
同
じ
銭

湯
に
入
る
の
を
許
さ
な
い
の
で
あ
る
。

（
Ｂ
）
地
域
活
動
に
お
け
る
差
別

み
し
よ
う

一
九
一
一
一
一
年
十
月
、
埼
玉
県
大
里
郡
御
正
村
に
お
い
て
、
シ
ベ
リ
ア
出
兵

に
参
加
し
た
村
出
身
の
十
名
の
兵
士
の
帰
還
を
た
た
え
る
記
念
碑
を
設
立
し

よ
う
と
い
う
計
画
が
も
ち
上
っ
た
。
記
念
碑
に
よ
り
た
た
え
ら
れ
る
兵
士
の

中
に
、
二
人
の
部
落
出
身
者
が
い
た
が
、
部
落
外
の
人
々
は
記
念
碑
の
背
面

に
名
を
刻
ま
れ
る
者
の
中
に
そ
の
二
名
を
加
え
る
こ
と
に
反
対
し
た
。
「
水

平
社
」
は
激
し
い
抗
議
運
動
を
展
開
し
た
。
つ
い
に
代
表
団
が
任
命
さ
れ
、

部
落
民
が
他
の
日
本
人
に
ま
じ
っ
て
生
活
す
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
不
可
能

で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
身
分
を
隠
さ
な
い
限
り
、
彼
ら
は
家
を
借
り
る
こ

と
が
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
。
シ
ン
タ
ー
ー
キ
ン
ジ
ロ
ウ
が
イ
エ
ナ
リ
キ
ュ
ー

サ
ク
に
対
し
て
提
訴
し
た
借
家
あ
け
渡
し
要
求
は
、
こ
う
し
た
居
住
面
に
お

け
る
差
別
行
為
が
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
る
か
を
知
る
上
で
典
型
的
な
実
例
で

あ
る
。
そ
れ
は
概
ね
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

「
私
が
貴
方
に
家
を
た
ち
の
い
て
く
れ
る
よ
う
に
求
め
る
理
由
は
、
私
の

親
戚
の
み
な
ら
ず
村
の
有
力
者
の
面
々
が
、
私
が
貴
方
を
私
の
家
に
置
い
て

お
く
限
り
私
と
は
一
切
交
際
し
な
い
と
い
っ
て
き
た
か
ら
な
の
で
す
。
そ
れ

は
根
も
葉
も
な
い
差
別
で
す
。
で
も
、
貴
方
も
御
存
知
の
通
り
、
私
の
家
は

へ
ん
ぴ
な
所
に
在
る
の
で
、
私
が
村
の
人
々
と
う
ま
く
つ
き
あ
っ
て
い
か
な

か
っ
た
ら
、
ま
さ
か
の
時
に
は
大
変
困
っ
た
こ
と
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
だ

か
ら
、
ど
う
か
た
だ
ち
に
出
て
行
っ
て
下
さ
い
」

（
Ｆ
）
軍
隊
内
に
お
け
る
差
別

一
九
二
七
年
に
北
原
泰
作
二
等
兵
が
、
名
古
屋
練
兵
場
に
お
け
る
演
習
の

際
に
天
皇
に
直
訴
し
た
事
件
は
、
軍
隊
内
に
も
差
別
が
存
在
し
て
い
る
こ
と

を
証
明
す
る
劇
的
な
出
来
事
で
あ
る
。
一
九
二
八
年
一
月
十
九
日
の
高
等
軍

事
法
廷
の
裁
判
に
お
い
て
、
北
原
被
告
の
弁
護
人
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い

る
。
（
以
下
『
ジ
ャ
パ
ン
・
ウ
イ
ー
ク
リ
ー
・
ク
ロ
ニ
ク
ル
』
か
ら
の
引

用
。
）「
中
隊
長
は
北
原
被
告
の
友
人
が
兵
舎
に
訪
ね
て
き
た
と
き
に
彼
と
会
わ

せ
る
こ
と
を
拒
ん
だ
。
ま
た
、
被
告
人
の
外
出
時
に
は
尾
行
を
つ
け
さ
せ
た

り
、
被
告
人
宛
て
の
手
紙
を
没
収
し
た
り
し
た
。
隊
長
は
、
被
告
人
が
万
一

誰
か
に
こ
の
こ
と
を
話
し
た
り
す
る
と
、
厳
罰
に
処
す
と
脅
か
し
た
。
北
原

彼
ら
は
村
長
に
面
会
を
求
め
た
が
、
村
長
は
多
忙
を
理
由
に
彼
ら
に
会
う
こ

と
を
拒
否
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
村
長
は
十
月
十
九
日
以
降
な
ら
代
表
団

と
会
っ
て
も
よ
い
と
約
束
し
た
が
、
十
月
十
九
日
こ
そ
記
念
碑
除
幕
式
の
日

に
他
な
ら
な
か
っ
た
。

（
ｃ
）
学
校
に
お
け
る
差
別

部
落
の
子
供
た
ち
が
学
校
で
他
の
生
徒
た
ち
に
侮
辱
さ
れ
て
い
る
と
い
う

事
実
は
、
次
の
発
言
に
よ
っ
て
証
明
さ
れ
て
い
る
。

二
宮
は
述
べ
て
い
る
。
「
私
は
小
学
校
時
代
を
こ
う
し
た
不
幸
な
子
供
た

ち
と
共
に
す
ご
し
た
が
、
こ
の
特
定
の
部
落
出
身
の
罪
の
な
い
子
供
た
ち
が

他
の
生
徒
た
ち
に
辱
し
め
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
を
何
回
も
目
撃
し
ま
し
た
。

時
に
は
先
生
ま
で
も
が
い
ろ
ん
な
点
で
彼
ら
を
差
別
し
た
も
の
で
す
］

一
九
一
一
一
年
三
月
、
衆
目
の
関
心
を
引
く
一
つ
の
事
件
が
起
き
た
。
山
田

孝
野
次
郎
は
、
奈
良
県
の
柏
原
小
学
校
の
卒
業
式
の
生
徒
代
表
で
あ
っ
た
。

先
生
に
よ
っ
て
入
念
に
作
成
さ
れ
、
承
認
さ
れ
た
式
辞
を
読
み
終
え
た
あ

と
、
彼
は
い
き
な
り
、
自
分
を
含
む
「
特
定
」
の
生
徒
が
校
長
と
そ
の
他
の

教
師
の
下
で
ひ
ど
く
差
別
的
に
扱
わ
れ
て
き
た
こ
と
を
激
し
く
弾
劾
す
る
演

説
を
行
っ
た
。

（
Ｄ
）
教
職
に
お
け
る
差
別

一
九
一
三
年
、
鳥
取
県
の
あ
る
小
学
校
の
生
徒
た
ち
は
、
彼
ら
の
先
生
で

あ
る
ハ
シ
ザ
キ
ハ
ン
ゾ
ウ
に
抗
議
し
て
ス
ト
ラ
イ
キ
を
行
っ
た
。
そ
の
理
由

は
、
彼
が
「
特
殊
部
落
」
の
出
身
者
で
あ
る
と
い
う
事
実
が
親
の
間
に
知
れ

わ
た
り
、
親
た
ち
が
子
供
に
影
響
力
を
行
使
し
て
ス
ト
を
は
じ
め
さ
せ
た
も

の
で
あ
っ
た
。
ハ
シ
ザ
キ
先
生
は
辞
職
を
余
儀
無
く
さ
れ
た
。

（
Ｅ
）
居
住
面
で
の
差
別

被
告
が
こ
れ
に
抗
議
す
る
と
、
隊
長
は
、
一
兵
卒
が
上
官
の
決
定
に
□
を
は

（
３
）
 

さ
む
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
と
の
理
由
で
つ
っ
ぱ
ね
た
埋

（
３
）
こ
の
事
件
に
関
す
る
よ
り
詳
細
な
記
述
は
、
一
九
二
七
年
十
一
月
二

十
三
日
及
び
一
九
二
八
年
一
月
一
日
付
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
タ
イ
ム
ス
に
み

ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
天
皇
へ
の
北
原
の
直
訴
は
、
不
平
を
持
っ
た
庶
民

が
打
首
の
危
険
を
お
か
し
て
将
軍
に
直
訴
し
た
徳
川
時
代
に
多
く
の
先

例
が
あ
る
。
北
原
事
件
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
一
般
的
な
解
決
方
法

は
、
訴
え
た
者
を
罰
す
る
こ
と
と
同
様
に
、
責
任
者
も
罰
す
る
こ
と
で

あ
っ
た
。
こ
の
場
合
は
、
自
分
の
管
轄
下
に
お
い
て
重
大
な
事
態
を
引

き
起
こ
し
た
と
い
う
理
由
で
軍
の
指
揮
官
が
責
任
者
と
し
て
罰
せ
ら
れ

た
。

（
Ｇ
）
結
婚
差
別

残
酷
な
差
別
の
手
か
ら
の
が
れ
る
た
め
に
、
部
落
の
女
性
は
部
落
民
で
な

い
一
般
の
男
性
と
の
結
婚
を
望
ん
で
い
る
。
部
落
と
部
落
外
の
結
婚
の
ケ
ー

ス
も
と
き
お
り
あ
る
が
、
そ
の
結
果
悲
し
い
結
末
が
生
じ
る
こ
と
も
あ
る
。

次
に
あ
げ
る
事
例
は
、
そ
う
し
た
結
婚
の
は
ら
む
悲
惨
な
傾
向
を
示
し
て
い

る
で
あ
ろ
う
。

夫
に
離
縁
さ
れ
か
か
っ
て
い
る
一
人
の
部
落
出
身
の
女
性
が
、
次
の
よ
う

な
内
容
の
手
紙
を
「
水
平
社
」
の
平
野
氏
の
と
こ
ろ
に
書
い
た
。

「
十
年
程
前
、
私
た
ち
は
恋
愛
結
婚
し
ま
し
た
。
夫
は
普
通
の
平
民
で
し

た
。
最
初
、
私
は
自
分
の
素
姓
を
隠
し
て
い
ま
し
た
。
毎
日
、
私
は
良
心
の

呵
責
に
さ
い
な
ま
れ
、
つ
い
に
耐
え
き
れ
な
く
な
り
、
結
婚
し
て
六
ケ
月
後

に
、
自
分
が
西
浜
出
身
で
あ
る
こ
と
を
告
白
し
ま
し
た
（
西
浜
は
人
□
三

万
人
の
一
大
「
特
殊
」
地
区
で
す
）
。
夫
は
私
を
少
し
も
責
め
ま
せ
ん
で
し
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②
集
団
と
し
て
の
特
徴

既
に
述
べ
た
よ
う
に
、
部
落
は
、
主
と
し
て
極
貧
の
た
め
に
ス
ラ
ム
化
す

る
傾
向
が
あ
る
。
こ
の
貧
困
状
態
は
、
も
ち
ろ
ん
、
雇
用
機
会
の
欠
如
及
び

部
落
民
が
よ
り
好
条
件
の
環
境
に
出
て
い
く
の
を
困
難
に
し
て
い
る
社
会
的

圧
力
の
存
在
に
起
因
し
て
い
る
。

病
気
、
汚
物
及
び
不
十
分
な
住
居
は
す
べ
て
部
落
に
貧
し
い
外
観
と
不
評

を
与
え
る
の
に
役
だ
っ
て
い
る
。

③
集
団
反
応

集
団
と
し
て
の
部
落
に
対
す
る
社
会
的
偏
見
が
極
め
て
強
い
た
め
に
、
彼

ら
は
あ
る
種
の
集
団
的
結
束
を
固
め
て
い
る
。
こ
れ
は
一
八
七
一
年
以
降
の

一
一
つ
の
解
放
運
動
の
中
で
明
確
に
形
成
さ
れ
て
き
た
。

今
日
、
一
○
○
万
’
二
○
○
万
人
の
人
々
に
よ
る
、
こ
う
し
た
集
団
的
結

束
は
潜
在
化
し
て
い
る
が
、
日
本
社
会
に
お
い
て
明
ら
か
に
一
つ
の
泣
き
所

と
な
っ
て
い
る
。

た
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
「
お
前
は
他
の
女
と
全
然
か
わ
ら
な
い
。
そ
の
こ
と

は
気
に
す
る
こ
と
は
な
い
ん
だ
」
と
言
っ
て
、
私
の
苦
悩
を
優
し
く
な
ぐ
さ

め
て
く
れ
ま
し
た
。
私
は
幸
せ
で
し
た
。
そ
し
て
す
ぐ
に
髪
結
の
仕
事
を

習
い
始
め
ま
し
た
。
技
術
を
憶
え
た
と
き
、
私
は
夫
を
助
け
て
、
一
所
懸
命

に
働
き
ま
し
た
。
私
た
ち
は
何
年
間
も
幸
せ
な
生
活
を
お
く
っ
て
お
り
ま
し

た
。
あ
あ
、
「
平
民
」
階
級
の
男
性
と
一
緒
に
暮
ら
せ
る
と
は
、
私
は
何
て

幸
わ
せ
で
誇
ら
し
げ
に
思
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
私
の
心
底
は
永
遠
の
喜
び

に
満
ち
、
私
は
そ
の
こ
と
を
親
戚
縁
者
に
自
慢
し
た
い
と
さ
え
思
っ
た
く
ら

い
で
す
。
で
も
、
夫
は
や
は
り
他
の
「
平
民
」
の
男
性
と
同
じ
で
し
た
。
結

婚
生
活
十
年
目
に
し
て
、
夫
は
突
然
私
を
離
縁
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
で

す
。
事
の
次
第
は
以
下
の
通
り
で
す
。
夫
の
兄
の
息
子
が
結
婚
す
る
こ
と
に

な
っ
た
の
で
す
が
、
も
し
も
私
が
部
落
出
身
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
と
、
夫

の
オ
イ
の
嫁
に
き
て
く
れ
る
女
性
は
誰
も
い
な
く
な
る
の
で
す
。
そ
れ
で
、

私
は
死
ん
だ
ほ
う
が
い
い
の
で
す
が
、
そ
の
前
に
私
は
、
あ
な
た
方
水
平
社

の
方
々
に
訴
え
て
、
私
の
苦
境
を
救
っ
て
も
ら
え
な
い
か
と
考
え
た
の
で

す
」②
ヨ
タ
」
と
い
う
語
は
無
礼
な
名
称
で
あ
る
。

日
本
国
内
に
宛
て
た
い
か
な
る
文
書
に
お
い
て
も
こ
の
語
は
用
い
る
べ
き

で
は
な
い
。
代
り
に
「
特
殊
部
落
」
（
の
己
の
、
邑
萬
］
］
四
ｍ
①
）
や
「
特
殊
部

、
、
部
落
差
別
Ｉ
微
妙
な
問
雲

次
に
あ
げ
る
『
ジ
ャ
パ
ン
・
ウ
イ
ー
ク
リ
ー
・
ク
ロ
ニ
ク
ル
』
一
九
四
○

年
三
月
七
日
号
よ
り
の
引
用
は
、
国
会
に
お
け
る
出
来
事
に
関
す
る
も
の
で

あ
る
が
、
現
代
日
本
に
お
い
て
、
部
落
問
題
が
い
か
に
今
日
的
問
題
で
あ
る

か
を
よ
く
示
し
て
い
る
。

「
庄
司
一
郎
議
員
は
、
水
平
社
の
怒
り
を
か
つ
た
が
、
そ
の
理
由
は
、
同

氏
が
、
水
平
社
の
構
成
メ
ン
バ
ー
で
あ
る
特
定
の
階
級
の
人
々
に
対
し
て
極

皿
、
本
文
書
の
利
用
者
に
対
す
る
留
意
点

⑩
本
文
書
に
基
づ
い
て
、
次
の
一
一
点
が
価
値
あ
る
も
の
と
し
て
あ
げ
ら
れ

側
日
本
人
は
全
ア
ジ
ア
人
を
同
胞
と
み
な
し
て
い
な
い
。

⑪
日
本
人
は
「
人
種
的
」
及
び
社
会
的
偏
見
と
い
う
点
に
関
し
て
、
ア

る
。

メ
リ
カ
を
批
難
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

Ｐ
１
０
Ｎ
』
」
Ｐ
９
７
，
℃
【
６
二
．
６
０
□

め
て
差
別
的
な
名
称
を
先
日
の
義
務
教
育
助
成
金
改
革
法
案
に
関
す
る
質
問

演
説
の
際
に
用
い
た
か
ら
で
あ
る
。
九
州
、
関
西
そ
の
他
全
国
各
地
の
水
平

社
支
部
の
代
表
が
上
京
し
、
水
平
社
の
執
行
委
員
長
で
あ
る
松
本
治
一
郎
氏

の
自
宅
で
会
合
を
開
き
、
会
後
、
そ
の
件
に
つ
い
て
と
る
べ
き
行
動
の
方
向

性
に
つ
い
て
話
し
合
っ
た
。
」

「
そ
の
会
議
の
席
上
、
衆
議
院
議
員
で
あ
る
松
本
氏
が
責
任
あ
る
回
答
を

求
め
る
べ
く
、
国
民
の
合
意
と
調
和
に
つ
い
て
質
問
演
説
を
行
う
こ
と
に
意

見
が
一
致
し
た
。
」

「
庄
司
議
員
に
対
し
、
い
か
な
る
行
動
を
と
る
べ
き
か
に
つ
い
て
は
、
更

に
多
く
の
全
国
各
地
の
支
部
代
表
者
が
東
京
に
集
結
す
る
の
を
待
っ
て
、
日

を
改
め
て
会
議
を
開
く
こ
と
と
す
る
』

、
、
部
落
民
の
性
格
上
の
特
徴

落
民
」
（
の
己
の
ｏ
菌
］
己
の
。
ｂ
】
の
）
あ
る
い
は
水
平
社
（
旨
の
の
。
＆
の
ご
ｍ
・
円

昌
ぐ
目
○
の
目
の
貝
＆
同
日
）
と
い
う
語
を
用
い
る
の
が
よ
い
。

③
部
落
民
の
起
源
は
朝
鮮
人
で
あ
る
と
い
う
一
般
に
流
布
し
て
は
い
る
が

誤
っ
た
考
え
方
は
重
要
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
朝
鮮
人
が
日
本
に
お
い
て

は
ス
ヶ
ー
プ
ゴ
ー
ト
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
る
と
い
う
問
題
を
提
起
し
て
い

る
。

㈲
朝
鮮
人
と
呼
ば
れ
る
下
層
部
落
民

川
一
九
一
一
三
年
の
関
東
大
震
災
時
に
お
け
る
朝
鮮
人
虐
殺

何
朝
鮮
半
島
に
お
け
る
朝
鮮
人
の
抑
圧

そ
れ
故
、
大
日
本
帝
国
の
一
部
で
あ
る
朝
鮮
民
衆
に
対
す
る
処
遇
は
、
日

本
国
内
に
お
け
る
部
落
民
迫
害
と
同
様
に
、
日
本
の
唱
え
る
大
東
亜
共
栄
圏

構
想
と
は
矛
盾
す
る
も
の
で
あ
る
。

側
日
本
政
府
は
、
ア
メ
リ
カ
政
府
が
異
っ
た
人
種
的
、
社
会
的
背
景
を
有

す
る
ア
メ
リ
カ
市
民
を
法
的
に
は
区
別
し
て
い
な
い
の
と
同
じ
よ
う
に
、
部

落
民
と
非
部
落
民
を
公
式
に
は
区
別
し
て
い
な
い
。
そ
れ
故
、
日
本
政
府

に
、
部
落
の
状
態
に
対
す
る
責
任
を
と
ら
せ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

社
会
的
差
別
が
部
落
民
に
与
え
た
影
響
は
多
々
あ
る
。

⑪
性
格
上
の
困
難
点
（
気
む
ず
か
し
さ
）

側
部
落
民
は
、
し
ば
し
ば
神
経
過
敏
で
、
い
つ
も
差
別
さ
れ
て
い
る
の

で
は
な
い
か
と
気
に
し
て
お
り
、
ケ
ン
カ
腰
で
あ
る
。

⑪
こ
の
た
め
に
、
部
落
民
は
自
分
を
手
助
け
し
て
く
れ
よ
う
と
す
る
部

落
外
の
人
々
の
無
用
心
な
試
み
に
対
し
て
は
反
発
す
る
が
、
そ
れ
は

手
助
け
す
る
こ
と
が
恩
き
せ
が
ま
し
い
態
度
を
意
味
す
る
も
の
で
あ

り
、
そ
れ
に
は
部
落
民
は
直
ち
に
憤
る
か
ら
で
あ
る
。

何
貧
し
い
部
落
農
民
に
は
、
大
酒
の
み
、
衣
服
、
言
動
及
び
保
健
衛
生

面
へ
の
無
頓
着
、
浪
費
ぐ
せ
が
み
ら
れ
る
が
、
こ
れ
は
部
落
民
で
な

い
農
民
の
堅
実
な
行
動
と
鋭
い
対
比
を
示
し
て
い
る
。
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